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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はマクロファージによって産生され、抗ウイルス活性を有する。この遺伝子はイントロンを持たず、コードされるタンパク質は分泌される。[RefSeq提供、2011年9月],機能：マクロファージによって産生されるIFN-αは抗ウイルス活性を有する。インターフェロンは、タンパク質キナーゼとオリゴアデニル酸合成酵素という2つの酵素の産生を刺激する。,その他：インターフェロンα-1とα-13は同一のタンパク質配列を有する。,多型性：α-1a（ここに示す）とα-1bの2つの型が存在する。,類似性：α/βインターフェロンファミリーに属する。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;オートファジーの制御;抗原処理および提示;Toll_Like;RIG-I 様受容体;細胞質 DNA 感知経路;Jak_STAT;ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害性;自己免疫甲状腺疾患;
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	BT474、A549細胞のIFN-α1ポリクローナル抗体を用いたウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

